	開催セミナー

	第54回　農楽マッチ勉強会

	日　時
	2017年7月16日 (日)

　　13:30～16:00
	場　所
	大阪市総合生涯学習センター　第3研修室
大阪駅前第2ビル5階

	講　演　者

	株式会社fm craic共同代表　三峰教代氏　　　協同組合Masters理事　小林真紀子氏

	タイトル
	元気な女性活動家2名の講演

	内容
	三峰教代（みたかゆきよ）氏
「弥平とうがらしで地域活性と理想のライフスタイル」
身重にもかかわらず、登壇頂きました。東京のOL（三峰氏）と大阪のOL（佐々木由珠（ゆず）氏）が、地元愛で滋賀に帰省し職業訓練校アグリファーム科で出会い、意気投合し2010年農業グループfm craicを 設立。伝統野菜の下田なすを栽培しようと農家さんに苗を分けてもらうときに、弥平トウガラシの苗も頂いたが、素人でも栽培することができる事や、農薬を使う必要が無く知識がない自分達にピッタリだったこと、収穫に余裕があること、加工品にすることで年間収入につながると、以後トウガラシ栽培を拡大していった様です。スパイスミックス、チリソース、とうがらしスイーツ等の加工品も開発していきマスコミにも取材される機会が増えました。ところが、2015年に青枯れ病により定植した弥平トウガラシが次々と枯れてしまい、リスク分散の大事さを知ったとの話でした。今は、地元農家への委託栽培を模索中の様です。さらに、農家のネットワークづくりで「しが農業女子100人プロジェクト」を積極的に活動しておられます。


小林真紀子氏
大勢の人前で話すのは初めてで、緊張するとの事でしたが、高校時代に化粧をして左官屋の父に大変怒られたことをきっかけにして、資生堂に入社し「親は人の家の壁を塗るが、私は人の顔を塗る」と参加者の笑いを誘ってスタートしました。パワーポイントの資料は使わず、パンフレットを参考に解説頂きました。経営資源が不足する中小企業では、販路開拓に苦戦する場合が多いが、毎月の定例会で自社商品の宣伝をして協力者を募ったり、1社ではとても払えない１千万円の出展料の展示会にブースを出したり、国土交通省・経済産業省・農林水産省・厚生労働省の複数の認可をうけることで信用力が向上するなど、協同組合の意義を説明してもらいました。華奢な出で立ちとは対照に、大変行動力があり、押しかけて和歌山県田辺市の農業委員会の会議に出席したことや、上海で個人ビジネスをしていたことなどもお話し頂きました。今回、農業事業部を立ち上げ、実家のある宝塚市西谷地区（コンピニ・スーパーも無い）の活性化に向けた意気込みを語って頂きました。
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